



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































162 特集：第 3 回  情報教育研究会  IN  江戸川大学
大橋　上手くまとめてくれてありがとうございます。
結局なんかテーマとずれてるじゃないかと思うかもし
れないんですけど、意外と学校の中でこれはバーチャ
ルだ実際の現実のものと違うんだから指導の仕方がち
がうんだっていう方って、仕組みをわかってないん
じゃないかなって気がするんですよね。ここのパネリ
ストの方々は仕組みが分かっているから同じじゃない
かっていう感じの感覚で言われるんで、そこのギャッ
プっていうのが非常に学校の中でも生じてるんじゃな
いかなって感じがするんですけど、谷川先生どうです
か？
谷川　今の子供たちはスマートフォンとかスマート
ウォッチとかIoTが身の回りにたくさんあって、現実
とネットが融合した世界で生きていくことになるの
で、仕組みをちゃんと教えていく必要があります。子
供たちがいつどこで撮られてるかわからないし、子供
たちが将来困らないように話をしてあげたいと思いま
す。
大橋　津賀先生何か喋りたいでしょ。
　
津賀　仕組みそのものをきちんと全て、理解させるこ
とは無理だと思っています。ただ，物事を考える基準
は必要です。
　学校の情報科教員の役割として，理論的なことを教
えるところは一番大事なところじゃないかなと思って
います。
　学校訪問では，それはどうしてなのか，子どもたち
に考えさせてもらえないですか，ということをお願い
しています。単純に教え込むのではなく，考えさせる
授業をしていただきたい、その際には，この仕組みと
いうものが大事になるのではないかと思っています。
 
大橋　ありがとうございます。時間も約一時間くらい
経ってきましたけど、実は私が最初生徒に聞くってい
うのがあって、どう教えるっていうのがあって、先生
にっていう話が出てきたのが、何を教えられるかとか
その辺もあるんですけど、こんなにいろいろ用意はし
てきたんですけど。最初にうちの学校でよく先生方に
言われるんですよ、Webに載っている画像って勝手
に使っていいよねって、一生懸命それを貼り付けてポ
スターにしてクラスに貼ってくれみたいな先生がいた
り、生徒の卒業アルバムを作るのに、生徒のケータイ
から遠足行った写真を写真屋さんに送らしてくれみた
いな感じで、アルバムの担当の先生が言ってて、それ
まずくないかな、なんてみんなが言ってくれるんです
けれども。あと先生方が撮った写真はサーバに入れと
いてくださいって言って、え、何の目的で使うか分か
らないのにサーバに入れるのって、そんな感じのこと
があったり。今回結構あったのが夏休みのボランティ
ア案内、勝手に配って自分で勝手に申し込んでくださ
い、個人情報全部書かなくちゃならないんですよ、そ
れ学校の責任はどこにあるの、配って知らないよって
いうのっていうそういうような何か仕組みだけじゃな
いんだけど、学校の先生方が意外とそういう何が危険
なのかとか、どうして危険なのかとか、そういう仕組
みをわからないまま今こう迷っちゃってるのかなって
いう、で生徒もわからないっていう、この⑤番なんか
は自分の周りであったことなんですけれども、そうい
う風なことをちょっと気になってこういう風な生徒に
どう教えたらいいのだろうかとか、生徒にどう答える
かというテーマで進めさせていただきました。で、も
ともとまとめるつもりはないって最初にもお話したと
思うんですけれども、とにかく今先生方にお話し聞き
ましたけれども、流石スーパー教師の先生方、だった
先生方とかそういう方々ですけれどもね、いい答えを
言ってくれたななんて思うんですけれどもね。あの管
理職の先生に怒られそうですけれども、管理職の先生
でも問題意識をもった方もいらっしゃるかもしれな
い。今回こういうテーマを頂きましたんで最後に一人
一人仕組みを教えること、これっていうのは今情報モ
ラルと繋がっているんだとかいろんな話がありました
けれども、仕組みを教えることっていうのは結局どう
役に立っているのか、一言でいうのが難しかったら、
二、三言でいいので春日井先生よろしくお願いしま
す。最後のまとめです。
　
春日井　そうですね、仕組みを教える必要はやっぱり
あると思っています。ちょうど今、玉田先生の三種の
知識のページを開いているのですが、道徳的な知識や
合理的な知識っていうのは普通には教えられると思う
のですが、それだけだと危ないのではないかと思いま
す。情報技術の知識も伴った上で、こういったネット
上で起こっていることを見ていかないと、例えば踏ん
じゃいけないリンクを踏んでしまうようなことなどの
危険な行動に繋がってしまうだろうと思っています。
なかなかセキュリティの所は難しくて見えないところ
が多いのですが、明らかに踏んじゃいけないリンク
や、素人でも引っかからないで済むようにするには、
知識が伴っている必要があると思います。そのような
まとめで終わりにしたいと思います。
　
滑川　ネットの仕組みを教えるのはどう役立つかって
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インターネットやセキュリティの仕組みを高校生にどう教えるか
いうことですけれども、複製ができるとか、すぐ伝
わってしまうとか、デジタルの仕組みとか、本質的な
ことを理解していないと色んな事の重大性が理解しに
くいという意味でも、仕組みは教える必要があると思
います。あとちょっと話は変わっちゃうんですけれど
も、情報モラルって言葉だとどうしてもモラル的な話
が中心になってきてしまうと思うんですけれども、情
報モラルで一括りにしないで，情報セキュリティとか
情報安全教育とか，もうちょっとキーワードを出して
目立つようにした方がいいのかなと思います。最近，
千葉県警察では，「振り込め詐欺」を「電話de詐欺」
と名称を変えました。あれが良いかどうかはいろいろ
あるみたいですけど、分かりやすくしようって思いが
あったみたいです。モラルっていう道徳的な所で括ら
れないで，セキュリティも一般の人が知らなくてはい
けないんだと伝えていかなくてはならないかなと思い
ます。
　
大橋　ありがとうございました。能城先生お願いしま
す。
能城　そうですね、仕組みを教えることで子供たちに
訴えかけるとすれば、use itの使う人だけの人でいい
のかと何かを生み出したり、何かを作ったり、何かを
変えたりするのにはmake it出来るような人材になら
なきゃいけないので、ただどこかから降ってくるもの
を使うのではなく、その仕組みや原理が分かったうえ
で、次は自分達ならこうする、その部分で私達が教え
る情報の科学的理解があるんじゃないかなと言う風に
もし聞かれたら答えます。
　
津賀　学校からは，最近の子供たちはおとなしくなっ
た，従順だ，トラブルを起こさなくなってきた，とい
う話をよく聞きます。一方で，物事を深く考えていな
いことが多いと思っています。私としては，考える機
会を子供達に与えてあげて欲しく、この仕組みとかが
必要ではないかと考えています。
　繰り返しになりますが，情報の先生方には，時間が
掛かっても、子どもたちが互いに議論するなり、意見
交換するなりの機会を作っていただき，子供たちが自
分の頭で考える機会を作っていただければと考えてお
ります。
　
大橋　谷川先生どうぞ。
 
谷川　震災が起きて四年経ったわけですが、あの時に
どうしてネットが落ちなかったのかという話はいまま
では高校生に話してきました。でもこれから入ってく
る子供たちにはもう震災が小学校のときの話になるの
で、子供たちがスマートフォンやケータイを持ってい
たか持っていないかでいうと微妙になり、この話は出
来ないだろうなと思っています。でもあの震災があっ
たからLINEの既読が付いたというと「へぇー」と生
徒は反応するので、どうやってネットが繋がってるの
か、個人情報をいろいろなサービスを使うときに登録
した時にちゃんと暗号化されているかという話を授業
でもしています。本校の静かな生徒で、個人情報の話
して「君達ベネッセで・・・」というとハイと手を上
がってくる子がいます。これから入ってくる子にとっ
ては個人情報をベネッセで実際被害にあった子供たち
です。その子供たちが今後困らないようにするために
ちゃんとした仕組みなどを教えていく必要があると思
います。以上です。
　
大橋　ありがとうございました。今回はパネリストの
皆さんに前打ち合わせもなく突然ポンポンポンポン振
るということで答えがたどたどしくなったのはすべて
私の責任ですので申し訳ありません。パネリストの先
生方には大変失礼なやり方をしまして申し訳ありませ
ん。以上でパネルディスカッションを終わらせていた
だきます。最後にパネリストの皆様に拍手をお願いい
たします。
